
問題２

着眼点

　「方べきの定理」に気付くかどうか。

解答例
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《点�&，'�の作図方法》

　�$2%�の二等分線を�24�とする。

　点�3�を通って，直線�24�に垂直に交わる

直線�P�を引く。

　直線�P�と�半直線�2$，2%�との交点をそ

れぞれ�&，'�とすればよい。
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《最小となる理由》

��点�'�を通って半直線�2%�に垂直な直線が

直線�24�と交わる点を�(�とする。

（注：点�&�を通って半直線�2$�に垂直な直線が

　直線�24�と交わる点をとっても�(�に一致する）

　点�(�を中心として�'(�を半径とする円を

描いて，これを円�(�とする。

　点�3�を通る任意の直線が円�(�と交わる点を

それぞれ�)，*�とし，点�3�を通る任意の直線が

2$，2%�と交わる点をそれぞれ�+，,�とする。

　このとき，方べきの定理から

　　　　　3&･3' 3)･3*�3+･3,

が成り立つので，このように�&，'�をとると，� 
3&�の長さ �� 
3'�の長さ �を最小にすることができる。
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